







































































































































析の結果， 4 因子が得られた。第 1 因子は親へ
の反発や不満を示す「親への反発」の因子，第

















































































































































































































































































































































































































































































































な影響を与えるだろうか。 3 歳～ 6 歳の子ども
の母親を対象とした田中（2009）の研究では，
自己中心的で不快感を与える情動表現スタイル
得点の高い母親の子どもは，自己コントロール
図 5　母親の養育態度─（誘導方略）─自己制御のパスモデル
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得点が低く，否定的情動得点が高かった。それ
に対して，親和的・共感的な情動表現スタイル
得点の高い母親の子どもは，自己コントロール
得点が高かった。
⑴　情動表現スタイルのモデリング
モデリングの視点から，母親の情動表現の特
徴は，子どもの情動表現のモデルになりやすい
と予想される。従来の研究では，子どもとモデ
ルとの関係が親和的な場合，向社会的行動のよ
うなポジティブな行動のモデリングが子どもに
生じやすく，子どもとモデルの関係が非親和的
な場合，攻撃行動のようなネガティブな行動の
モデリングが子どもに生じる可能性が高いこと
が示唆された（森下，1996）。
したがって，母親の親和的な情動表現スタイ
ルは，娘と母との信頼関係を高め，その信頼関
係が娘の親和的な情動表現を高め，さらに娘の
自尊感情および自立心を高めるだろう。その反
対に，母親の否定的な情動表現スタイルは，上
記と反対の影響を与えると予想される。
⑵　母親と子どもの情動表現スタイル
女子大学生を223名を対象として検討した
（森下・福井，2014）。種々のモデルを作成して
共分散構造分析をおこなった結果，もっとも適
合性の高いモデルは次のことを示していた（図
6 ）。①娘の「親和的情動表現」が母親の「親
和的情動表現」を高め，娘の「否定的情動表現」
が母親の「否定的情動表現」を高めていた。つ
まり，予想とは反対に娘の情動表出の特徴が母
親の情動表出の特徴に影響を与えていたのであ
る。②娘の「親和的情動表現」が，娘と母親の
『信頼関係』を高め，母親の「否定的情動表現」
が『信頼関係』を低下させていた。③しかし，
母親の「親和的情動表現」が『信頼関係』に影
響するのではなくて，むしろ『信頼関係』が母
親の「親和的情動表現」を高めていた。④娘と
母親の『信頼関係』は娘の「自尊感情」を高め
ていた。
①から③までの結果は，予想に反するもので
あった。そこには，子どもの情動表現の特徴が
母親に影響しているかもしれないが，それ以外
の要因も考えられる。それは，母親の情動の特
徴や母親との信頼関係について娘が評定をおこ
なったということである。そこに評定者の認知
的枠組みが関連し，娘自身の情動表現スタイル
の認知が，母親の情動表現スタイルの認知に影
響を与えているのではないか。つまり母親の情
動表現スタイルの特徴を自分の特徴に類似した
ものとして認知している，ということを反映し
ている可能性がある。したがって，この分析に
おけるパスは因果関係を示す指標というよりは，
子どもの認知のプロセス内での関連を反映して
図 6　母と娘の情動表現スタイル─（信頼関係）─自尊感情のパスモデル
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いると解釈することができるかもしれない。こ
の点を明確にするためには，母親自身に情動表
現スタイルを評定してもらう必要があるだろう。
2 ．母親の言葉かけと子どもの情動表現スタイ
ル
児童期の母親の普段の言葉かけが，子どもの
感情状態や情動表現スタイルの形成にどのよう
な影響を与えるだろうか。母親からの言葉かけ
は，子どもの感情経験の内容に影響すると共に，
子どもと母親との信頼関係にも影響する（田中，
2009；森下・福井，2014）。それらの感情経験
と信頼関係は情動表現スタイルの形成に影響す
ると予想される。
そこで，次のような基本的な枠組みを構成し
た。①　親の養育態度が子どもに対する親の言
葉かけに影響する。②　言葉かけは子どもの感
情状態に影響する。③　子どもの感情状態は子
どもの情動表現スタイルの基盤となる。また，
④　親の言葉かけは親子の信頼関係に影響し，
それを介して子どもの感情状態や情動表現スタ
イルの形成に影響する。以上の枠組みに沿って，
研究をすすめた（森下・稲葉，2016）。
女子大学生276名を対象とし，児童期の母親
の養育態度と言葉かけ，現在の感情状態や情動
表現スタイル，および母親との信頼関係の特徴
について質問紙調査をおこなった。
⑴　母親の養育態度と言葉かけ
パス解析の結果，図 7 に示すように，児童期
における母親の「受容」的態度は児童期の母親
の「信頼の言葉かけ」や「共感の言葉かけ」を
それぞれ高めていた。また，母親の「統制」的
態度は「否定的な言葉かけ」を高めていた。こ
のことから，母親の言葉かけの背景には母親の
養育態度があるということがわかった。
⑵　養育態度や言葉かけと感情状態
パス解析の結果，養育態度は直接感情状態に
影響してはいなかった。しかし，分散分析の結
果，母親の態度の「受容」が少なく「統制」が
多い群，つまり拒否的統制群では「否定的感情」
得点が著しく高かった。
児童期における母親の「共感の言葉かけ」は
子どもの「肯定的感情」を高め，「否定的な言
葉かけ」は子どもの「否定的感情」を高めてい
た。また，「信頼の言葉かけ」は，「共感の言葉
かけ」と共に母親への「信頼関係」を高め，そ
れを介して「肯定的感情」を高めていた。それ
に対して，「否定的な言葉かけ」は，母親への「信
頼関係」を介さずに，直接「否定的感情」を高
めていることが特徴であった。このように，否
定的な言葉かけは肯定的な言葉かけよりも子ど
もの感情により直接的な強い影響を与えるとい
うことが示唆される。
⑶　養育態度や言葉かけと情動表現スタイル
母親の「統制」的態度は直接子どもの「否定
的情動表現」スタイルを高めていた。また，「統
制」的態度は「否定的な言葉かけ」を介して子
どもの「否定的感情」を高め，さらに「否定的
情動表現」スタイルと「うろたえ情動表現」ス
タイルを高めていた。これは田中（2009）の結
果と一致するものであった。
情動表現スタイルに強い影響を与えているの
は，おもに感情状態の特徴であって，「肯定的
感情」は「親和的情動表現」スタイルに，「否
定的感情」は「否定的情動表現」スタイルに強
い影響を与えていた。したがって，情動表現の
基盤に感情状態があるということが示唆される。
分散分析の結果，児童期の母親の態度が「受
容的」でなく，かつ「共感的な言葉かけ」も少
ない場合は「否定的情動表現」得点が非常に高
かった。しかし，たとえ母親の態度が「受容的」
でなくても「共感的な言葉かけ」が多い場合は
「否定的情動表現」得点が低いということを示
していた。否定的情動表現スタイルの形成には，
受容的な養育態度の少なさよりも共感的な言葉
かけの少なさが関与している可能性がある。
他方，児童期において，「母の統制」も「否
定的な言葉かけ」もともに少ない群は，「否定
的情動表現」得点が著しく少ないという結果で
あった。この点はパス解析結果の帰結と一致す
るもので，親から自立性を尊重され，かつ否定
的な言葉かけが少ないなかでは，子どもの否定
的情動スタイルは形成されないといえるだろう。
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⑷　母子の信頼関係と情動表現スタイル
児童期の母親の「信頼の言葉かけ」と「共感
の言葉かけ」は，ともにその後の母子間の「信
頼関係」を高めていることが明らかになった。
児童期における「信頼の言葉かけ」や「共感の
言葉かけ」のもとで母子間の信頼関係が形成さ
れることを示唆している（森下・松山，2014）。
パス解析の結果，その母子間の「信頼関係」は，
子どもの「肯定的感情」を高め，それが「親和
的情動表現」スタイルを高めることを示してい
た。つまり，母親との信頼関係は，子どもの心
の拠り所となり，子どもの心を安定させ，子ど
もの「肯定的感情」を高め，それを介して「親
和的情動表現」スタイルを高めるといえる。
以上の結果から，次のようにまとめることが
できる。児童期の母親からの肯定的な言葉かけ
が，直接，肯定的な情動表現スタイルを高める
とともに，肯定的な言葉かけが信頼関係を介し
て肯定的感情を高め，それが情動表現スタイル
を高める。それに対して，否定的な言葉かけは，
信頼関係を介さずに，否定的感情を高め，それ
が否定的情動表現スタイルを高める。
Ⅴ　総合的考察
本研究は，主として女子大学生について，児
童期の母親の言葉かけが，母親に対する子ども
の態度，自尊感情や他者受容，自己制御，情動
表現スタイルの形成にどのような影響を与える
かに焦点を当てた。パス解析の結果，全体とし
て，受容的・共感的・肯定的・励ましの言葉か
けが，母親への信頼，自尊感情や他者信頼，根
気我慢，親和的情動表現スタイルを高めるとい
うことが示唆された。その反対に，拒否的・否
定的な言葉かけはそれらを低下させていた。
そして言葉かけの背景に，母親の受容的─拒
否的，統制的─自立性の尊重という養育態度が
あるということがわかった。ときには母親の養
育態度が言葉かけを介さずに，子どもの自己制
御や情動表現スタイルの特徴に直接影響を与え
ていた。例えば，受容的な態度が根気我慢を高
め，統制的態度が否定的情動表現スタイルを高
めていた。さらに母親の養育態度や言葉かけか
ら形成された母親との信頼関係が，子どもの自
己抑制や頑張る力，親和的情動表現を高めると
いうことが示唆された。つまり，『養育態度─
言葉かけ─信頼関係─子どものパーソナリ
ティ』という基本的な図式を描くことができる。
それがパスモデルとして示されたといえる。
本研究の限界は，質問紙法による相関的な
データを共分散構造分析によって因果関係を
探ったという点にある。得られたパスモデルは
図 7　養育態度・言葉かけ─（信頼関係）（感情状態）─情動表現スタイルのパスモデル
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データを最もよく説明できるモデルではあるが，
因果関係を証明したことにはならない。また，
研究対象が主として女子大学生であったという
点にある。男子大学生を対象とした研究も必要
である。母親の言葉かけや養育態度に焦点を当
てたが，父親に関する研究も必要である。
さらに，本研究において，児童期の母親の言
葉かけや養育態度の測定は，学生自身の回想法
によるものが多かった。いうまでもなく，その
時点での言葉かけや養育態度の特徴を，子ども
自身の評定だけでなく，親自身の評定や観察法
を用いた測定によって明らかにし，その後の子
どもの発達を追跡研究することが理想である。
たとえ追跡的な研究が無理だとしても，幼児期，
児童期，青年期の子どもたちに両親の言葉かけ
や養育態度がどのような影響を子どもに与えて
いるかを明らかにする研究課題が残されている。
学生たちの卒論の自主的なテーマ設定が，著
者の研究テーマと一致したのは，誠に幸いなこ
とであった。そして，その研究成果を個々の論
文に共同でまとめることができた。本論文に紹
介されている論文のほかに，多くの研究をゼミ
生や大学院生たちと協力しておこなうことがで
きた。調査対象として多くの人たちの協力を得
たこととともに心より感謝したい。
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